
 

 

 

 

 

石川県立九谷焼技術研修所 令和４年度デザイン支援事業成果作品展 

「進化する九谷 ―探求魂― 」の開催について 

 

石川県立九谷焼技術研修所では、九谷焼の作り手を対象に「デザイン支援事業」（※下記

参照）を実施しています。この度、令和４年度の成果作品展を下記のとおり開催いたします。 

本展示会では、これからの九谷焼の可能性を広げる取り組みの成果作品をご紹介いたします。

作り手たちが個々に掲げているテーマへの思いと、取り組みへの真摯な姿を取材していただき

たく、ご案内申し上げます。 

 

１ 期 間  ＜金沢展＞令和５年３月２４日（金）～３月３１日（金） 

＜能美展＞令和５年４月５日（水）～５月５日（金） 

    

２ 場 所  ＜金沢展＞しいのき迎賓館ギャラリーＢ（金沢市広坂２丁目１－１） 

※卒業修了制作展（ギャラリーＡ）と同時開催 

＜能美展＞九谷焼技術者自立支援工房ギャラリー彩（支援工房九谷） 

（能美市泉台町南３８番地 九谷陶芸村内） 

 

３ 出 品 者  令和４年度デザイン支援事業 受講者１０名 

 

４ 内 容  受講者がそれぞれ設定したテーマに基づき制作した約８０点を展示 

します。それぞれが思い描く九谷焼の進化を、生活を彩るアイテムや器

などに表現しています。 

 

※主な作品（商品）概要 

種類 内容 

インテリア商品 暮らしに寄り添う室内装飾としての九谷焼 

工芸作品(色絵) 成形と色絵との関係性を再検討した九谷焼 

食器 

作り手の個性ある器 

・細密な加飾を施した珈琲カップ＆ソーサ― 

・漆の加飾を施した器 

・手びねりのゴブレット 

 

※デザイン支援事業について 

・アドバイザーの指導のもと、受講生それぞれがテーマを設定し、ワークショップ形式により、現代の  

 ニーズに沿った新しいデザインや工夫を加えながら新商品開発を目指す取り組み。 

＜アドバイザー＞ 陶芸家（梅山窯）中村 卓夫 氏 

金沢美術工芸大学デザイン科教授 畝野 裕司 氏 

・平成１７年以降、９２名が受講。食器やアクセサリーのほか、照明器具といったインテリア商品

など、これまで１１０点以上の新商品が誕生している。 

令和５年３月２０日 
九谷焼技術研修所 
技術指導課 川浦 
TEL 0761-57-3340 
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